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福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

推
進
懇
が
提
言

昨
年
十
二
月
二
十
三
日
、
宇
治
市
福
祉
環
境
一
備
推
進
懇
談
会
か
ら
池
本
市

長
に
、
「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
建
築
物
等
環
境
整
備
要
綱
」
を
制
定

す
る
こ
と
の
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。
市
で
は
、
身
体
に
障
害
が
あ
る
な
ど
ハ
ン

デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
持
っ
た
人
た
ち
が
、
安
全
で
快
適
な
日
常
生
活
、
社
会
生
活

を
営
ぬ
る
よ
う
に
、
社
会
環
境
の
整
備
と
福
祉
の
風
土
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま

す
の
で
、
こ
の
提
言
を
踏
ま
え
要
綱
づ
く
り
に
努
力
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
提
言
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
よ
う
。

井岡会長（右）から提言を受ける池本市長

一
般
に
都
市
生
活
環
境
は
、
身

体
に
障
害
の
あ
る
人
た
ち
に
と
っ

て
不
便
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、

危
険
に
満
ち
た
状
能
有
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
そ
の
生
活
圏
は
に
あ

社
会
牛
活
へ
の
参
加
が
極
め
て
制

限
さ
れ
て
い
ま
す
。
宇
治
市
で
も

身
体
に
障
害
の
あ
る
人
た
ち
へ
の

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
は
、
一
部

公
共
施
設
の
部
分
的
改
良
が
さ
れ

て
い
る
も
の
の
、
建
物
や
道
路
・

交
通
機
関
な
ぶ
ハ
変
立
ち
遅
れ
て

い
ま
す
。

市
で
は
、
宇
治
市
総
合
計
田
に

あ
る
屁
康
で
ゆ
た
か
な
く
β
し

牽
9
子
都
市
”
を
実
現
さ
せ
る

た
め
に
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
五
十
三
年
十
月
に
は
、
宇

治
市
車
い
す
で
歩
け
る
街
つ
く
り

調
査
委
員
会
（
代
表
・
侭
政
和
さ

ん
）
か
ら
市
議
会
に
出
さ
れ
た
道

路
・
建
治

綱
制
定
の
請
願
が
採
択
。
五
十
四

年
二
月
、
福
祉
の
風
土
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
庁
内
に
宇
治
市
福

祉
環
境
整
面
推
進
委
員
会
を
設
置

し
、
福
祉
環
境
基
準
に
つ
い
て
の

審
議
や
進
ん
だ
市
町
村
な
ど
へ
の

視
察
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
フ
し
た
中
で
、
五
十
五
年
十

月
に
広
く
意
見
を
聞
く
た
め
に
、

知
識
経
験
者
は
に
あ
市
議
会
や
市

民
団
体
の
代
表
な
り
七
構
成
す
る

宇
治
市
福
祉
環
境
整
備
推
進
懇
談

会
（
会
長
・
同
志
社
大
学
教
授
の

井
岡
勉
さ
ん
、
二
十
八
委
員
）
を

設
置
。
推
進
懇
談
会
で
は
福
祉
の

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
環
境
整
備
要

綱
の
作
成
に
つ
い
て
審
議
を
重
ね
、

ま
た
先
進
自
治
体
と
し
て
大
阪
府

貝
塚
市
を
視
察
し
た
他
、
宇
治
市

内
の
公
共
施
設
は
い
あ
道
路
、
ス

ー
パ
ー
ブ
ー
ケ
″
ト
な
芦
を
現
地

調
査
し
て
き
ま
し
た
。

障
害
者
な
ど
も

等
し
く
社
会
生
活
を

そ
し
て
、
昨
年
十
二
月
二
十
三

日
、
宇
治
市
福
祉
環
境
整
備
推
進

懇
談
会
は
審
議
の
結
果
を
ま
と
め

て
、
池
本
市
長
に
稽
祉
の
ま
ち
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④歩行者

専用通路

づ
く
り
の
た
め
の
建
築
物
等
環
境

整
備
要
戸
を
制
定
す
る
ぷ
つ
に

提
言
し
ま
し
た
。

提
言
さ
れ
た
要
綱
は
、
「
不
特

定
多
数
の
市
民
が
利
用
す
る
建
築

物
等
に
つ
い
て
、
身
体
障
害
者
、

老
人
、
病
弱
者
等
ハ
ン
デ
Ｖ
キ
ャ

″
プ
を
持
つ
市
民
も
等
し
ぐ
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
ぷ
つ
に
す
る

た
め
、
そ
の
構
造
及
び
設
備
の
整

備
に
関
す
る
基
準
を
定
め
、
建
築

〉出入□に関する例示
（や位．ミリメート／い

物
等
の
事
業
施
行
者
の
協
力
を
得

て
こ
れ
忿
遅
改
す
る
こ
と
に
よ
り
、

社
会
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
」

を
目
的
な
葛
も
の
で
す
。
こ
の

要
綱
の
建
築
物
な
μ
と
は
、
庁
舎

や
学
校
・
集
会
所
な
ど
の
公
共
施

設
盈
膠
に
応
、
百
貨
店
や
了
‐
ヶ

″
ト
、
銀
行
、
劇
場
、
旅
館
、
道

路
、
公
園
な
ど
を
指
し
未
丁
。

事
業
主
に
対
し
て
は
、
「
建
築

物
等
を
建
設
、
大
規
模
な
修
繕
な

ど
牽
ず
る
Ａ
Ｗ
Ｄ
は
、
福
祉
環
境
基

準
に
翌
ｙ
る
ぷ
コ
に
努
め
る
こ

と
」
を
責
務
と
し
て
い
ま
ず
。
さ

ａ’旨人川，．導鈴

②自動引戸（路版式）

③傑，＆板
（キヽ・，クブレート）

①点字ブロ・，ク

⑤横Ｂｒ線

ら
に
、
事
業
主
は
、
「
事
業
施
行

前
に
事
業
計
画
に
つ
い
て
、
市
長

と
協
議
を
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い

こ
と
」
の
事
前
協
議
制
を
定
め
て

い
ま
す
。

要
綱
に
は
強
力
な
強
制
力
が
な

く
、
事
業
施
行
者
の
協
力
に
依
頼

す
る
面
も
あ
っ
て
困
難
な
問
題
も

予
想
さ
れ
ま
で
。
そ
こ
で
、
建
築

基
準
法
な
ど
の
法
改
正
を
国
に
働

亜
ぼ
る
一
方
、
市
民
の
み
な
さ

ん
の
理
解
と
協
力
で
坦
祉
の
風

土
。
つ
く
り
』
を
す
す
め
て
い
く
こ

と
が
ふ
築
の
課
題
と
い
え
ま
ず
。

建
築
物
・
道
路
・
公
園
で

1
4
項
目
の
基
準
明
示

こ
の
要
綱
の
い
う
福
祉
環
境
整

備
基
準
は
、
建
築
物
に
つ
い
て
十

四
項
目
、
道
路
に
つ
い
て
四
項
目
、

公
園
に
つ
い
て
三
項
目
に
わ
た
り

公共施設では

点字ブロックやスロープも（小倉公民館）

孝
の
細
か
く
基

準
値
を
定
め
て

い
未
了
。

た
と
汽
ぱ
、

主
な
も
の
で
は
、

窟
築
物
に
つ

い
て
）

▽
駐
車
場
…
区

画
幅
が
三
・

三
μ
以
上
で
、

駐
車
区
域
か

ら
Ｉ
・
三
五
Ｕ
以
上
の
安
全
に

通
行
で
き
る
歩
行
者
専
用
通
路

毘
入
口
ま
で
設
け
る
こ
と
、

な
ぺ

▽
通
路
・
：
傾
斜
通
路
で
あ
る
場
合
、

六
‥
と
と
に
踊
り
崇
設
け
る

こ
と
。
通
路
の
こ
急

分
の
一
を
こ
え
な
い
こ
と
、
な

ど
。

▽
階
段
：
ら
せ
ん
階
段
な
ど
の
場

合
で
も
、
直
階
段
か
折
れ
階
段

を
併
設
す
る
こ
と
。
階
段
の
両

側
に
は
手
害
刄
護
け
、
手
す

り
の
高
さ
曾
八
＋
3
以
上
八

十
五
7
以
下
ｙ
浙
る
こ
と
。

▽
出
入
口
・
：
外
部
出
入
口
に
つ
い

て
は
車
い
す
で
通
行
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
。

忿
路
に
つ
い
て
）

▽
歩
道
・
・
・
幅
員
は
Ｉ
・
五
μ
と
し
、

歩
車
道
の
握
に
は
防
護
今
ｙ
や

植
樹
帯
な
ど
で
区
分
し
、
防
護

夕
占
高
さ
は
七
＋
3
と
す

る
こ
と
。

（
公
園
に
つ
い
て
）

▽
公
園
出
入
口
：
ホ
い
す
で
出
入

り
で
き
る
個
所
を
少
な
ぐ
と
も

一
ヵ
所
以
上
設
け
、
出
入
口
の

幅
員
は
Ｉ
・
八
‥
以
上
で
あ
る

こ
と
。

＊
＊
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府
民
の
皆
様
、
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
つ
ご
ざ
い
康
7
。

新
し
い
存
の
平
和
な
訪
れ
を

皆
様
と
と
も
に
お
喜
び
し
た
い

｛
に
存
じ
ま
す
。

町
民
の
皆
様
か
ら
私
か
町
政

か
託
さ
れ
た
こ
の
三
年
八
ヵ
月

の
間
に
、
府
政
の
活
力
化
に
努

め
、
懸
案
の
諸
問
唄
に
続
映
的

に
収
り
組
ん
ぷ
り
々
と
公
約
を

…
ぺ
た
し
な
が
ら
、
こ
の
た
び
も

ま
た
、
大
き
な
夢
と
明
る
い
見

通
に
琴
痔
つ
て
新
年
か
迎
政
る

こ
こ
覗
き
ま
し
た
。
こ
れ
も

ひ
と
又
に
、
皆
成
の
絶
大
な
る

ご
支
援
と
ご
Ｓ
力
の
た
ま
ち
の

と
、
心
か
ら
ほ
ぐ
御
礼
申
し
あ

げ
ま
す
。

こ
の
ほ
芦
策
定
し
た
第
三
次

京
祁
府
災
‥
開
発
計
回
は
、
そ

の
中
に
「
京
都
ロ
ー
文
化
懇
談
会
」
。

「
二
十
一
世
紀
京
都
ピ
ジ
ョ
ン

懇
談
会
」
か
ら
い
た
だ
い
た
提

言
を
牛
が
し
、
活
力
と
つ
る
お

い
の
あ
る
京
都
の
創
造
に
衆
知

か
結
実
さ
せ
ぶ
フ
と
し
て
い
ま

す
。昨

年
の
俘
に
は
、
文
化
・
学

術
・
研
究
都
市
の
立
地
が
要
望

通
り
京
阪
奈
斤
陵
に
決
定
し
、

腎
は
す
で
に
そ
の
基
本
構
想
案

今
資
ゐ
ま
し
た
。

Ｗ
ｖ
Ｓ
に
今
春
に
は
、
宇
治
の

山
城
総
八
冠
動
公
園
、
長
岡
京

の
婦
人
教
育
会
館
、
京
都
市
内

の
伏
見
港
公
園
体
育
館
、
こ
ど

■
ｗ
文
男
昌
、
府
立
医
科
大
学

近
畿
自
動
車
道
舞
鶴
線
、
国

道
1
9
・
裏
7
京
氾
バ
イ
パ

ス
の
建
設
、
国
鉄
山
陰
本
線
・

奈
艮
線
・
片
町
線
等
の
近
代
化
、

日
吉
ダ
ム
の
建
設
、
舞
鶴
港
の

整
備
な
ど
の
懸
案
事
項
も
、
地

は
高
齢
化
社
会
や
行
政
吹
革
な

＾
Ｊ
ｅ
課
題
剪
ぶ
え
て
お
り
ま

す
。京

祁
府
は
、
こ
れ
ら
の
流
動

す
る
時
況
を
踏
ま
え
て
適
確
な

対
策
を
打
ち
出
し
な
が
ら
、
な

活
力
と
う
る
お
い
の
あ
る
京
都
に

中
央
診
療
施
設
、
宮
津
の
酉
少

年
漫
洋
活
動
施
設
な
ど
の
大
型

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
相
次
い
で
完

成
し
、
府
民
の
皆
様
の
健
康
増

進
や
文
化
の
向
上
な
ど
に
役
立

つ
こ
と
に
な
り
ま
し
な

京
都
府
知
事
林
田
悠
紀
央

域
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
首

実
に
進
叫
し
て
お
り
圭
ｙ
。

私
た
ち
を
収
り
々
ぐ
内
外
の

情
勢
は
引
浚
’
一
き
厳
し
ぐ
、
国

際
的
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
資
源
、

交
易
の
諸
問
題
が
あ
り
、
内
に

お
一
層
、
生
活
八
昂
業
の
坊
偕
一

の
栴
備
に
努
め
、
福
祉
の
向
上
、

敦
育
の
充
実
、
ａ
林
漁
業
や
商

工
業
の
振
興
に
力
を
注
い
で
い

き
手
。

六
年
後
に
は
京
都
国
体
が
開

催
さ
れ
、
池
ら
に
そ
空
〈
年
後

に
は
平
安
建
都
千
二
百
年
夕
迎

各
手
ご
一
十
一
世
紀
を
に
ら

ん
で
、
千
二
百
年
の
伝
統
衆
引

亘
″
ぐ
京
都
府
民
の
新
し
い
知

恵
と
力
の
ほ
う
出
が
大
い
に
期

待
さ
れ
未
了
。

先
人
た
ち
の
自
由
に
し
て
不

屈
な
る
精
神
が
育
ん
だ
こ
の
私

た
ち
の
ふ
る
さ
と
聚
守
り
大
切

に
牛
痴
し
な
が
ら
、
京
都
を
広

く
汗
界
へ
、
そ
し
て
二
十
一
世

紀
へ
と
飛
翔
さ
せ
る
た
め
に
、

私
は
皆
様
と
と
も
に
、
余
刀
を

挙
げ
て
ね
ば
口
強
く
府
政
に
取

昨
組
む
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
ず
。

新
年
に
あ
た
り
、
皆
様
の
ご

健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈

り
い
た
し
承
す
。

環境整備要綱の制定へ
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消
費
者
コ
ー
ナ
ー

資
源
リ
サ
イ
ク
ル
の
必
要
性

が
言
わ
れ
、
各
地
で
古
紙
回
収

な
ど
の
取
組
み
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
最
近
、
古
新

聞
と
ト
イ
レ
″
ト
ペ
ー
パ
ー
と

の
交
換
率
が
下
っ
て
き
て
い
ま

す
。
夕
壮
1
た
ち
Ｂ
グ
ル
ー

プ
は
古
紙
回
収
の
仕
組
み
と
古

紙
下
落
の
理
由
を
調
べ
て
み
ま

し
た
。古

紙
回
収
は

ご
み
減
し
に
も

市
の
清
掃
課
か
訪
ね
、
照

五
十
年
か
良
付
っ
て
い
る
京

回
収
事
業
に
つ
い
て
調
査
。

町
内
会
な
Ｉ
団
体
が
集
や

古
紙
を
清
掃
課
が
、
水
・
木
・

金
曜
日
に
Ｉ
Ｉ
五
円
で
回
収
。

玄関ホールを広く

市民相談室を移設

新
闘
、
雑
誌
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
の

三
種
類
に
分
類
し
、
大
阪
相
場

で
一
番
高
い
回
収
業
考
に
引
渡

し
未
了
。
古
紙
相
場
が
ぶ
五

円
よ
り
高
い
場
合
は
、
差
額
を

が
増
え
る
こ
と
は
、
ご
み
減
ら

し
に
役
立
つ
の
で
市
は
昔
及
し

た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
で

相
場
が
高
騰

昭
和
五
十
四
年
に
第
二
次
オ

イ
ル
シ
ョ
″
ク
の
影
蟹
能
米

地
域
の
原
料
チ
″
プ
の
高
騰
で

め
の
ダ
ン
ボ
ー
ル
な
ど
の
需
要

が
減
少
し
た
う
え
韓
国
や
東
南

ア
ジ
ア
か
ら
安
い
紙
製
品
が
出

回
っ
た
た
め
、
多
量
の
在
庫
と

売
れ
な
い
状
態
が
生
じ
ま
し
た
。

そ
こ
で
製
造
か
控
え
た
た
め
、

原
料
の
古
紙
は
Ｉ
’
一
一
四
十
円
か

ら
十
円
に
下
が
り
古
新
聞
と
ト

イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
交
換
率

も
下
が
っ
た
と
い
ラ
わ
け
で
す
。

古
紙
も
世
界
経
済
に
密
接

報
償
金
と
し
て
年
度
末
に
還
几
。

五
土
八
年
九
月
現
在
、
実
施

し
て
い
る
団
体
は
回
八
十
μ
団

体
で
、
毎
年
の
実
施
団
体
数
と

回
収
量
は
表
1
の
と
お
り
で
す
。

こ
の
多
量
の
古
紙
が
燃
え
る

ご
み
と
し
て
出
さ
れ
る
と
、
集

収
車
の
回
転
機
に
ひ
っ
か
か
り

車
の
修
理
と
焼
却
に
も
多
額
の

出
費
と
な
り
ま
す
。
実
施
団
体

市
庁
舎
の
玄
関
ホ
ー
ル
を
明
る

く
、
ゆ
と
り
の
あ
る
も
の
と
し
市

民
の
待
ち
合
い
ロ
ビ
ー
や
応
接
室

と
し
て
ご
利
用
い
た
だ
ぐ
た
め
、

庁
舎
一
階
の
北
東
角
に
あ
る
市
民

相
談
室
か
庁
舎
北
側
に
移
設
す
る

な
芦
の
エ
事
夕
始
め
て
い
未
了
。

紙
の
原
料
価
格
が
上
っ
た
た
め

表
2
の
ぷ
っ
に
五
十
四
年
末
か

ら
五
十
五
年
初
め
に
か
け
て
古

紙
が
高
く
な
り
劣
し
た
。

こ
の
頃
、
紙
製
品
の
メ
ー
力

ｉ
‐
‐
は
原
価
が
高
く
て
も
売
れ
る

た
め
大
量
に
生
産
。
と
こ
ろ
が
。

五
十
五
年
夏
は
澪
戸
で
、

ク
ー
ラ
ー
、
扇
風
機
の
売
れ

。 ｔ

μ
ほ
も
っ
二
つ
。
こ
ん
包
の
た

土
曜
日
な
芦
吊
民
の
み
な
さ
ん

が
窓
口
関
係
の
手
続
き
に
多
数
お

出
に
な
っ
た
と
哉
待
ち
合
い
場

所
も
な
い
ほ
岩
羅
し
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
工

小
に
と
的
か
か
っ
た
も
の
で
す
。

ふ
月
末
に
完
成
。
工
事
費
は
約

▲市民課窓口前・玄関ホール風景

私
た
ち
の
身
近
な
古
新
聞
の
交

換
も
世
界
の
石
油
の
動
き
な
ど

と
密
接
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
し

た
。こ

の
他
、
製
紙
工
場
の
見
学

や
ト
イ
レ
″
ト
ペ
ー
パ
ー
の
溶

解
度
の
調
査
な
芦
矛
行
い
、
紙

を
再
認
識
し
、
も
っ
と
紙
か
夭

切
に
有
効
に
使
お
ラ
と
思
い
ま

し
た
。

一
千
四
百
万
円
の
見
込
み
や
子
。

話
し
や
す
い

相
談
室
に

市
民
相
談
室
に
は
、
五
十
五
年

度
で
、
市
政
に
関
す
る
相
談
や
Ｉ

Ｎ
4

新しい市民相談室の平面図

年度別の古紙の相場（表2）（表Ｉ）団体数と回収量
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1ｉ

ｉ
ｉ

ｌ
ｉ
ｉ

ｉ
ｉ

ｉ
ｉ

ｉ
ｉ

ト

1
1

ｌ
実施

団体

数

，年問

影

量と

50 87 189

51 139 6！7

52 156 703

53 ．167 818

54 174 819

55 172 668

般
の
生
活
相
談
な
芦
早
百
四
十
八

件
の
ぶ
民
の
尹
が
寄
せ
ら
れ

る
な
芦
広
く
市
民
の
み
な
さ
ん
に

ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ふ
し
、
部
屋
が
狭
い
う
ぇ
、

事
務
室
と
併
用
し
た
状
況
で
、
相

談
ふ
ら
い
面
も
あ
っ
た
と
思
い

入口

毒
司そ

こ
で
、
庁
舎
北
側
に
別
棟
を

つ
く
り
、
相
談
室
二
室
と
事
務
室

を
設
け
、
気
が
ね
な
ぐ
相
談
し
て

い
た
だ
け
る
環
掲
つ
く
り
奪
于

め
て
い
ま
ｙ
。

市
民
相
談

ご
あ
ん
な
い

市
民
相
談
室
で
は
、
日
曜
・
祝

日
奎
味
ぐ
毎
日
、
市
政
に
対
す
る

ご
要
望
に
限
ら
す
、
身
近
な
悩
み

ご
と
に
も
お
答
え
し
て
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
電
話
で
の
ご
相
談
は
、
市
民
相

談
室
（
尽
了
1
4
1
内
線
3
4
4
・

3
9
1
、
又
は
直
通
冠
了
0
2
9
）

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

お
気
軽
に
ご
相
談
を

宇
治
市
内
の
身
体
障
害
者
の
み

今
兄
の
意
見
や
希
望
に
そ
っ
て

相
談
砥
動
を
し
た
り
．
福
祉
事
務

所
と
の
橋
但
し
を
す
る
身
体
障
害

者
相
談
員
が
．
こ
の
ほ
ど
四
人
増

員
さ
れ
十
人
と
な
り
ま
し
た
．

こ
の
相
談
員
は
、
身
体
障
害
者

福
祉
法
に
基
づ
い
て
京
都
府
か
ら

ｍ
さ
れ
た
も
の
で
表
の
最
初
の

四
氏
が
新
任
の
人
で
す
。

悩
み
や
相
談
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
、
相
談
員
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
個
人
の
秘
密
は
堅
で
守

白
壁
チ
。
（
福
祉
課
）
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委ｍ間は昭和ｖ年3月末まで）

今
年
一
月
か
ら
外
国
人
（
日

本
国
籍
か
石
だ
な
い
人
）
久

も
国
民
年
金
に
加
入
で
き
る
と

と
も
に
、
児
童
手
当
や
福
祉
手

当
を
淫
Ｚ
れ
る
ぷ
っ
に
な
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の

制
度
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。国

民
年
金

国
民
年
金
は
、
厚
生
年
金
な

ど
に
加
入
し
て
い
な
い
二
十
歳

か
庖
〈
十
歳
未
満
の
大
を
対
象

と
し
た
年
金
制
度
で
、
主
な
給

付
の
老
齢
年
金
は
六
十
歳
に
な

る
ま
で
保
険
料
を
納
め
て
、
六

十
五
歳
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

（
加
入
資
格
）

Ｉ
当
然
加
入
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
大
・
・
・
厚
生
年
金
な
ど

に
加
入
し
て
い
な
い
自
由
業
・

自
営
業
の
大
。

2
希
望
に
よ
っ
て
加
入
で
き

る
人
…
厚
生
年
金
な
ど
に
加
入

し
て
い
る
人
の
配
偶
者
や
、
年

金
・
恩
給
受
給
資
格
の
あ
る
人

と
ｆ
て
の
配
偶
者
、
昼
回
部
の
大

学
生
な
ぺ

（
保
険
料
）

月
額
四
千
五
百
円
で
す
が
、

毎
年
度
段
階
的
に
引
上
げ
Ｇ
れ
、

今
年
四
月
か
ら
五
千
二
百
二
十

円
に
な
り
ま
す
。
当
然
加
入
す

る
人
の
中
で
保
険
料
納
付
が
困

難
な
大
は
、
免
除
の
制
度
も
あ

り
ま
す
。

外
国
人
の
留
憲
点

特
例
に
よ
る
期
間
短
縮
措

置
が
あ
り
ま
せ
ん
。

老
齢
年
金
か
受
け
る
に
は
、

六
十
歳
ま
で
に
必
ず
二
十
五
年

以
上
の
保
険
料
納
付
ま
た
は
免

除
の
期
間
が
必
要
で
す
。
外
国

人
の
大
の
加
入
は
昭
和
五
十
七

年
一
月
一
日
か
ら
と
な
る
た
め
、

こ
の
日
か
庖
八
十
歳
ま
で
の
期

間
が
二
十
五
年
以
上
な
い
と
老

齢
年
金
は
受
け
β
れ
ま
せ
ん
。

年
齢
に
ｌ
ｉ
じ
た
期
間
短
縮
措
置

は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
過
去
に
厚
生
年
金

な
ど
の
加
人
間
㈹
（
脱
温
十
当

夕
受
収
っ
て
い
な
い
狗
‥
）
が

あ
れ
ば
、
そ
の
間
川
と
国
民
年

金
の
加
人
期
朗
兌
‥
わ
せ
て
。
。

十
五
印
以
上
に
な
る
と
通
算
老

齢
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
な

お
、
昭
和
五
年
四
月
一
日
以
前

牛
芦
れ
の
人
に
は
、
そ
の
合
算

期
川
が
丁
瓦
年
な
ぐ
て
も
支

給
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
天

2
老
齢
福
祉
年
金
は
外
国
人
に

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

若
鉛
罪
ぷ
公
は
、
明
治
四

十
四
年
四
月
一
日
以
前
に
乍
ま

れ
た
人
が
七
1
歳
に
達
し
た
と

外国人の人も

加入や受給できます　

国民年金児童手当など

き
受
給
で
き
る
缶
仝
で
し
た
が

こ
れ
に
該
当
す
る
人
は
、
昨
年

四
月
一
日
ま
で
に
七
十
歳
に
な

っ
た
人
で
し
た
の
で
、
今
年
一

月
か
ら
加
入
資
格
公
営
石
だ

外
国
人
の
み
な
さ
ん
に
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。

国
民
年
金
に
は
、
障
害
柾
仝

や
け
子
年
金
な
ど
の
給
付
も
あ

り
ま
す
。
お
問
い
〈
‥
わ
せ
は
、

保
険
年
金
課
国
民
年
金
係
（
≫

の
Ｃ
Ｏ
－
―
ｔ
”
＜
Ｔ
－
―
Ｉ
内
線
2
7
5
）
へ
。

児
童
手
当

次
代
を
担
う
鴇
吸
血
や
か

に
育
て
る
こ
と
受
口
的
に
、
児

Ｍ
1
ｊ
、
児
削
扶
養
手
当
、
特

別
児
盾
扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ

圭
Ｅ
ｙ
。
お
問
い
ぺ
‥
わ
せ
は
、
福

祉
課
は
子
児
盾
福
祉
係
（
Ｂ
ｃ

3
1
4
1
内
線
ｍ
）
へ
。

児
童
手
当

Ｌ
に
八
歳
未
満
の

児
童
を
三
人
以
上
良
介
さ
れ
て

い
る
坦
〈
‥
、
三
人
目
以
降
の
児

碩
（
義
務
慾
‐
終
了
前
）
に
つ

い
て
支
給
さ
れ
未
ｙ
。
所
解
制

限
が
あ
り
ま
す
。
ヽ

ｙ

児
童
扶
養
手
当

・
・
・
父
と
生
活

か
と
も
に
で
き
な
い
児
倣
や
、

父
が
身
体
障
害
八
で
あ
る
児
童

の
ほ
や
に
に
代
っ
て
養
育
し
て

い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
対

家
児
童
は
い
八
歳
未
満
、
ま
た

は
ニ
4
歳
未
満
の
お
お
ひ
ね
中

程
吠
以
上
の
障
害
の
あ
る
児
罵

受
給
資
格
者
本
人
、
配
偶
者

及
び
扶
養
義
務
者
に
所
解
制
限

が
あ
り
圭
ｙ
。

ｙ

特
別
児
童
扶
養
手
当

・
・
二
級

・
二
級
の
障
害
の
あ
る
二
十
歳

未
満
の
辺
ｍ
息
盃
そ
養
育
さ

れ
て
い
る
父
は
な
ど
に
支
給
さ

れ
ま
ず
。
医
師
の
診
断
Ｊ
‥
に
よ

る
審
査
と
児
童
扶
養
手
当
と
同

じ
所
解
制
限
が
あ
り
毒
丁
。

1
1
1
1
1
1

福
祉
手
当

心
身
に
峨
度
の
障
害
が
あ
る

た
め
、
日
常
生
活
に
常
時
介
護

が
必
要
な
障
害
者
本
人
に
支
給

さ
れ
未
了
。
な
お
、
受
給
八
本

人
や
そ
の
配
偶
者
。
ま
た
は
障

胃
考
の
扶
養
義
務
者
の
前
年
所

解
が
Ｉ
定
以
上
あ
る
用
心
は
支

給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

お
問
い
ぺ
‥
わ
せ
は
、
福
祉
課

障
害
福
祉
係
（
ｍ
3
1
4
1

内
線
じ
へ
。

16

身
障
者
相
談
員
が
1
0
人

に

市
庁
舎
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育成学級

2
月
5
日
か
ら
1
9
の
育
成
学
級
で

市
教
育
委
目
会
で
は
、
巾
内
の

小
学
校
に
低
干
る
児
童
の
う
ち
、

保
護
者
が
共
働
き
ず
る
な
ど
い
ろ

い
ろ
な
事
盾
で
、
下
校
吸
の
傑
護

に
欠
け
る
児
童
を
対
象
に
市
内
十

九
の
小
学
校
内
に
育
成
学
級
を
開

設
し
て
い
未
了
。

20歳にな

ったら国民年金に加入しま

しょう こ
の
育
成
学
級
の
五
十
七
年
度

の
人
級
申
請
を
次
の
と
お
り
営
ｔ
：

け
康
ず
の
で
、
人
級
希
望
の
保
護

占
は
両
親
の
勤
務
証
明
吋
な
芦
手

続
き
に
必
要
句
｛
‥
類
を
ご
準
備
ぐ

だ
さ
い
。
く
わ
し
い
こ
と
は
、
Ｘ
‥

膏
吹
学
級
と
社
会
教
灯
課
穴
成
指

楽しいおやつの時間をすごす子どもたち
（小倉小学校の育成学級）

導
室
に
あ
り
ホ
チ
「
入
級
の
し
お

り
」
を
ご
覧
ぐ
だ
さ
い
。

な
お
、
現
在
人
級
し
て
い
る
児

債
で
、
引
続
き
入
級
を
希
望
さ
れ

る
人
も
申
請
が
面
苓
寸
。
お
問

い
合
わ
せ
は
育
成
Ｂ
ｍ
（
ｆ
ｉ
ｓ

3
1
4
1
内
線
3
5
7
）
へ
。

5
6
年
度
育
成
学
級
の
入
所
受
付

ｙ
2
月
5
日
ｍ
－
ｔ
．
小
学
校
内
の

穴
吹
学
級
で
午
前
9
時
か
ら
正
午

ま
で
。

ｙ
2
以
甘
出
～
2
月
2
5
日
中
＝

市
敦
育
委
日
会
3
階
の
社
会
教
育

課
ま
で
、
午
前
9
時
半
か
ら
午
後

4
時
半
ま
で
（
土
曜
日
は
午
前
1
1

時
半
ま
で
）
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
期
間
か
肩

て
も
受
付
け
は
し
乖
ふ
、
審
査

の
第
一
次
分
か
ら
は
除
外
さ
れ
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

（
社
会
教
育
課
）

証
年
一
月
一
日
現
在
’
ｇ
却

資
産
か
痔
っ
て
お
ら
れ
る
人
は
、

市
内
に
あ
う
て
の
償
却
資
産
に

つ
い
て
申
告
か
じ
て
い
た
だ
ぐ

こ
と
に
な
っ
て
い
季
子
。
。

償
却
資
産
と
は
、
＋
珀
・
家

Ｍ
以
外
の
有
形
の
固
定
資
産
の

会
示
業
に
使
用
さ
れ
て
い
る

も
の
で
、
そ
の
減
価
依
却
額
（

ｎ
）
が
法
人
税
吏
随
所
解
税

法
の
う
え
か
ら
損
金
や
必
要
経

費
に
算
入
さ
れ
る
も
の
で
す
。

例
え
ば
、
次
の
ぷ
フ
な
も
の

が
償
却
資
産
と
な
り
毒
Ｔ
。

マ
構
築
物
・
＝
舗
装
路
面
、
門
、

ネ
オ
ン
塔
、
土
木
設
備
な
ど

Ｘ

生
産
事
業
冷
眼
耐
用
の
付
属

急
い
で
く
だ
さ
い

陳
列
ヶ
Ｉ
ス
、
金
庫
、
ネ
オ

ン
、
看
板
な
ど

申
告
義
務
の
あ
る
人
は
、
一

月
三
十
一
日
ま
で
に
償
却
資
産

償
却
資
産
の
申
告

（
1
月
3
1
日
ま
で
）

機
械
な
ど

マ
エ
具
や
器
具
、
唇
叩
計
算

器
、
杭
、
い
す
、
ロ
″
カ
ー
、

放
諾
設
備
、
レ
ジ
ス
タ
ー
、

神
明
宮
東
市
営
住
宅

入
居
者
募
集

市
で
は
、
老
朽
化
し
た
市
営
住

宅
の
建
替
小
業
に
取
征
組
ん
で
い

求
了
が
、
こ
の
ほ
ど
、
神
明
宮
東

団
地
の
第
一
期
工
事
分
か
完
成
し

ま
し
た
。

そ
こ
で
、
こ
の
住
宅
に
こ
部
空

屋
が
生
じ
示
了
の
で
、
入
居
者
の

補
充
募
災
を
行
い
ホ
チ
。

―
Ｉ
！
！
Ｉ
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
1
1
1
！
！
！
！
！
！
Ｉ
ｉ
Ｊ

国
民
年
金
は
、
農
林
漁
業
、
は
、
月
額
四
千
耳
日
円
（
昭
和
納
付
の
冶
闇
陵
が
あ
り
孚
こ

Ｅ
業
な
：
＼
Ｊ
Ｑ
自
営
業
・
サ
ー
ビ

ス
業
な
ど
の
人
た
ち
と
て
の
家

族
の
た
め
の
雙
崩
度
で
す
。

加
入
し
て
い
今
人
が
年
か
と

っ
た
り
、
病
気
や
け
が
の
た
め

障
肖
占
と
な
っ
た
な
ど
と
に

年
金
が
支
削
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
加
人
で
き
る
の

は
、
堅
泡
金
や
各
抑
共
済
組

へ
‥
の
加
人
！
Ｃ
（
そ
の
配
偶
ｚ
‥
）
、

曜
問
部
の
大
学
生
な
ど
店
？

二
士
緊
ら
一
〈
十
歳
禾
満
の
人
’

で
す
。

若
い
あ
な
た
は
「
年
金
な
ん

て
」
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
万
優
は
誰
に
も
確
実

に
や
っ
て
亭
導
Ｌ
。
そ
の
と
き

の
た
め
に
も
二
十
歳
に
な
っ
た

ら
国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ

う
。
納
め
て
い
た
だ
ぐ
保
険
料

五
十
七
年
四
月
分
か
ら
は
月
額
国
民
年
金
の
こ
と
に
つ
い
て

丘
や
二
。
白
二
十
円
）
で
丁
。
く
わ
し
い
こ
と
は
、
国
民
乍
金

な
お
、
保
険
料
か
納
め
た
ぐ
係
ま
で
お
た
ず
ね
ぐ
だ
さ
い
。

て
み
済
的
な
留
で
納
め
ら
（
保
険
年
金
課
）

れ
な
い
人
の
た
め
に
、
保
険
料

あなたと家族のための年金制度

1月20日まで

▽
住
宝
所
在
地
・
・
字
治
市
神
明
宮

束
八
ぶ
地
。

▽
募
集
戸
数
＝
・
第
一
種
住
宅
上

戸
、
第
二
種
住
宅
上
一
戸
、
心

身
障
害
嗇
向
住
宅
（
第
二
種
）

上
戸
。

▽
住
宅
構
造
・
・
・
耐
火
構
造
三
階
建

2
Ｌ
Ｄ
Ｋ
。

▽
家
賃
・
・
・
第
一

裡
住
宅
＝
二

万
八
1
百
円
、

第
二
独
住
宅

＝
二
万
一
Υ

円
。

▽
申
込
資
格
＝
・

住
宅
に
困
っ

て
い
る
市
内

在
住
者
で
、

里
暑
八
種
類
別
明
細
円
か
資

産
税
課
へ
提
出
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

な
お
、
忠
男
法
や
償
却
資

産
の
対
象
と
な
る
範
囲
な
ど
わ

同
居
者
ま
た
は
同
居
レ
ふ
っ
と

す
る
親
族
（
婚
約
者
も
可
能
）

が
あ
り
、
基
準
収
入
以
内
の
人
。

▽
そ
の
他
・
・
・
今
回
は
三
階
部
分
の

募
集
で
す
の
で
、
三
階
で
の
日

常
生
活
に
支
障
の
な
い
人
が
対

象
で
す
。

マ
申
込
み
＝
所
定
の
申
込
書
で
一

月
二
十
日
ま
で
に
申
込
ん
で
ぐ

だ
さ
い
。

申
込
用
紙
の
交
付
お
よ
び
問
い

〈
お
せ
は
建
築
課
（
｀
⑩
3
1
4

1
）
ま
で
。

（
建
築
課
）

▲完成した神明宮東市営住宅
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－
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］陽
．ミミミｊ

か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
資
産
税
課
ま
で
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

（
資
産
税
課
）

バイクの廃車など

最
近
、
「
他
人
に
譲
り
収
し
た

バ
イ
ク
の
税
金
の
督
促
状
が
送
ら

れ
ア
ぐ
る
が
な
ぜ
石
」
と
い
っ
た

問
い
合
わ
せ
が
増
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
軽
自
動
車
税
は
四
月

一
日
現
在
、
所
有
者
轟
ぽ
使
用

者
と
し
て
｀
鋲
さ
れ
て
い
る
人
に

課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

た
め
で
す
。
不
用
に
な
っ
た
た
め

廃
車
す
る
な
ど
の
場
合
、
届
出
を

済
ま
せ
な
い
と
い
つ
ま
で
も
税
金

の
通
知
夕
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。ま

た
、
届
出
は
所
有
者
吏
ぼ

使
用
者
が
ず
る
こ
と
に
な
っ
て
い
。

乖
ゐ
で
、
業
者
な
ど
他
人
に
依

頼
し
た
な
ほ
、
届
出
を
済
ま
せ

て
い
る
か
μ
石
か
必
ず
確
認
し
ま

。
し
ょ
う
Ｏ
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〈
届
出
先
〉

▽
1
2
5
に
以
下
の
バ
イ
ク
・
農
耕
作

業
用
自
動
車
・
ホ
ー
ク
リ
フ
ト

は
市
役
所
市
民
税
課
（
扁
百

1
4
1
）
へ
。

マ
ニ
輪
・
三
輪
・
四
輪
の
軽
自
動

車
は
陸
薄
霧
所
内
の
軽
目
動

車
竪
二
四
0
7
5
1
6
9
1
6
5
1
6
）

へ
。

マ
ニ
輪
の
小
型
目
動
車
は
陸
運
事

務
所
（
｀
0
7
5
－
6
8
1
9
6
1
）

へ
。

（
市
民
揃
課
）

槇
島
中
学
校
の
校
章
き
ま
る

槇
島
町
の
長
田
さ
ん
の
作
品

こ
Ａ
Ｕ
四
月
の
開
校
め
ざ
し
て
、

横
島
中
学
校
の
建
設
が
急
ピ
ッ
チ

や
寇
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

ほ
ど
校
章
が
決
ま
り
ま
し
た
。

昨
年
十
二
月
に
む
募
い
た
だ
い

槇島中学校の校章

た
二
十
二
人
の
作
品
三
十
七
件
を

審
査
1
選
考
さ
れ
た
も
の
で
す
。

決
定
し
た
校
章
は
、
横
島
町
北

内
の
長
田
澄
｝
慌
λ
（
4
4
歳
）
の

作
品
で
、
マ
キ
シ
マ
の
「
マ
」
の

字
の
図
案
化
の
中
に
、
中
学
の

「
中
」
を
配
っ
て
あ
り
卓
子
。
そ

し
て
、
マ
は
勉
学
・
英
知
・
力
強

さ
戦
中
は
人
の
和
金
覇
Ｕ
て

い
ま
す
。

（
学
校
教
育
課
）

成人の日のつ

どい
車でのご来場はご遠慮ください。

移
動
図
書

館

▽
と
き
・
・
・
1
月
仰
貝
祝
）
、
午
後
Ｌ
時
か
ら
。
▽
と
こ
ろ
＝
未
幡
中
学
校
体
育
館
。
マ
対
象
・
・
・
昭
和
3
6
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
3
7
年
4
月
1
日
ま
で
に
牛
蛋
れ
た
人
。
▽
内
容
＝
・
式
典
と
2
0
歳
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
出
演
Ｉ
Ｋ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ
Ｄ
・
Ｊ
鈴
置
雄
入
り
三
令
へ
落
語
家
桂
春
蝶
さ
ん
、
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｌ
、
サ
ウ
ン
ド
カ
ー
ニ
バ
ル
）
。

（
1
月
分
）

そ
よ
か
ぜ
号
巡
回
日
程

28昌27日

困

26日

因
22品21日

困

20日

困

19昌13日

困

12品

伊

勢

田

開

遊

田

野白

神川

蔭横

山島

Ｔ

盛保保

緑

ヶ

原

南北

小小

倉倉

木岡

幡屋

地

区

14

●●00

1

16

●丿00

14

●●00

1

15

●●20

14

●●00

1

16

●●00

1110 1513 ｕ1310

●●●●●●403000

111

161411

丿●●●●●002000

14

丿丿00

1

16

1●00

1410 1413
駐ａ000011

1110

0030

11

1614

000011

1511

5030∩

1614

4030 0030 2040 1020

－伊

勢田

神社

開公

民分

館前

遊

田一一

一角

公

園

Ｈ

稽

ユ紫Ｕ綴

学保会ツ

緑ヶ

原児

童公

園

討

倉倉契

校校

昌

公小髭駐車

場所

※
「
蔭
山
」
「
伊
勢
田
」
の
駐
車
時
間
に
、
「
白
川
」
の
駐

車
場
所
に
そ
れ
ぞ
れ
変
更
が
あ
り
ま
す
。

〈
市
民
図
書
室
の
休
室
日
〉

1
月
は
毎
週
月
曜
日
と
、
1
5
日
伽
、
3
1
日
順
で
す
。

17

木
幡
北
山
畑

松
原
那
知
瑠
ち
ゃ
ん

一度も病気せずに、元気いっぱい

です。

この欄に掲載するお子さん（56

年1月生まれ）を募集しています。

文書広報課へご連絡ください。

届出は確実に

入
級
申
請
の
受
付
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保
育
所
の
入
所
受
付

産
休
明
け
保
育
も

昭
和
五
十
七
年
度
の
保
育
所
の

入
所
受
付
を
十
一
日
か
ら
行
っ
て

い
ま
す
。

入所受付と場所

〈
入
所
申
込
み
で
き
る
人
〉

今
年
四
月
一
日
現
在
で
、
生
後

六
ヵ
月
以
上
ハ
歳
未
満
の
乳
幼
児

＞ｉ日（ｌ≪日）受付場所 対象保育所（Ｉｌｌ）

1月ｕ日間
のぽり保育園

北木幡保育所，のぽ）保育ｇ］，木幡保育所

明星保育園 明星保育園，なかよし保育園

1月12日図
北小倉保育所 横島保育所，北小倉保育所

あさひ保育園 あさひ保育園，三室戸保Ｔｊ’ＢＪ，宇治保育所

1月13日（水）
伊勢田保育園 西小ｆｆ保育所．南浦保斤Ｓｉ，伊勢田傑ｉｔ園

くりくま保育圃同胞保育園，大久保保育呪くりくま保育園

1月14日田
小倉双葉園保青所 ひいらぎ保介園，広野保育所，小＆≪菜園保青所

善ｆｔ－保育所首法保育所

1月21日ね福祉事務所

保育課
全保育Ｆｉｒ（園）・ｌｉ間哩ｅ．親

22口田

○受付時間はいずれも午前ｌＯ時～午後4時です。

「
犬
害
」
の
苦
情
が
、
市
へ
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
康
了
。
今

日
、
飼
い
主
の
自
覚
怠
屋
が
強
く
求
め
β
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
で
じ
よ
ラ
か
。
犬
害
防
止
に
つ
い
て
考
凡
て
み
ま
し
ょ
う
。

登
録
犬
と
野
犬

宇
治
保
邸
町
管
内
二
市
一
町

野犬対策の現状
・
城
陽
市
・
久
御
山

町
）
で
の
犬
の
登
録
数
は
四
千

四
白
二
十
九
頭
で
、
そ
の
内
宇

治
市
で
は
二
千
一
八
百
五
十
三
頭

で
し
た
（
昭
和
5
5
年
度
）
。

野
犬
は
、
登
録
犬
の
約
三
割

ぐ
ヴ
り
れ
、
二
市
一
町
で
約
千

三
百
頭
近
ぐ
い
る
勘
定
に
な
り

ま
ず
。

苦
情
と
対
策

野
犬
へ
の
苦
情
の
内
容
は
、

で
、
ほ
親
が
家
庭
ま
た
は
外
で
仕

事
夕
じ
て
い
る
な
沢
で
保
育
で
き

な
い
提
日
限
り
ま
す
。

ま
た
、
北
木
幡
保
育
所
、
明
星

保
育
園
、
あ
さ
ひ
保
育
園
、
善
法
‘

保
育
所
、
宇
治
保
育
所
、
棋
島
保

育
所
、
北
小
倉
保
育
所
、
小
介
双

葉
園
保
育
所
、
大
久
保
保
育
所
、

く
り
く
ま
保
育
園
の
十
保
育
園
所

で
は
、
五
十
七
年
一
月
三
十
一
日

現
在
に
出
生
届
が
出
言
れ
て
い
る

牛
庚
六
週
間
以
上
の
乳
児
も
入
所

の
申
込
み
が
で
孝
示
す
。

〈
申
込
用
紙
と
必
要
幹
類
〉

申
込
用
紙
は
、
各
保
育
所
ま
た

は
、
福
祉
事
務
所
保
育
課
1
配
布

し
て
い
ま
す
。

必
要
書
類
は
、
ほ
親
の
在
職
証

明
証
な
急
啓
で
屁
い
証
明
書

と
五
士
〈
年
分
の
源
泉
懲
醤
恩

戸
視
の
証
明
書
で
す
。
早
め
に
ご

用
意
ぐ
だ
さ
い
。

組
ん
で
い
ま
ず
。
次
だ
、
市
民

の
み
な
さ
ん
か
ら
の
苦
情
に
対

応
し
て
、
野
犬
の
出
没
地
域
に

出
か
け
、
調
査
の
上
、
捕
亥
し

て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
の
中
で
、
野
犬
と

い
ｐ
れ
る
も
の
の
中
で
、
飼
い

犬
と
思
わ
れ
る
も
の
が
数
多
く

含
次
れ
て
い
ま
で
。
現
場
に
急

行
ず
る
と
、
首
輪
の
つ
い
た
犬

〈
入
所
受
付
Ｅ
と
場
所
〉

上
表
の
と
お
り
で
ず
。
ま
た
保

育
所
で
申
込
み
で
Ｍ
ｉ
い
人
は
。

一
月
二
十
一
日
出
と
二
十
二
日
働

に
保
育
課
で
申
込
ん
で
ぐ
だ
さ
い

さ
ら
に
、
以
上
の
指
定
日
に
も
や

ひ
舎
兄
な
い
事
情
で
申
込
み
で
き

な
い
人
は
、
一
月
三
十
日
出
正
午

ま
で
受
付
け
未
丁
。
た
だ
し
、
一

月
三
十
一
日
に
出
生
届
を
出
さ
れ

た
人
に
限
り
、
二
月
一
日
に
も
受

付
け
季
一
。

マ
引
続
き
入
所
希
望
の
場
合
〈

五
十
七
年
度
虫
Ｗ
屈
讐
入
所

を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
入
所
申
請

書
と
保
育
に
欠
け
る
証
明
書
な
ど

夕
子
四
日
ま
で
に
現
在
入
所
さ
れ

て
い
る
保
育
所
へ
提
出
し
て
ぐ
だ

さ
い
。昼

問
里
親
の

申
込
も
受
付

保
育
の
対
象
は
、
今
年
四
月
一

日
現
在
で
、
生
後
六
週
間
以
上
三

歳
未
満
の
乳
児
で
す
。

希
望
者
は
一
月
二
十
一
日
出
と

二
十
二
日
廓
の
午
前
十
時
か
ら
午

後
四
時
ま
で
に
保
育
課
へ
申
込
ん

で
ぐ
だ
さ
い
。
（
保
育
課
）

″
ト
ブ
ー
ム
に
愛
犬
家
が
増
え

ま
し
た
。
小
犬
の
う
ち
は
か
わ

い
い
の
で
、
安
易
に
飼
い
始
め

る
の
で
す
が
、
成
長
す
る
に
つ

れ
て
世
話
を
す
る
の
が
面
倒
に

な
っ
て
ぐ
る
。
保
健
所
へ
届
け

て
、
処
分
し
て
ｔ
Ａ
Ｑ
－
ｒ
ｘ
の
は
か

わ
い
そ
ラ
な
の
で
、
捨
て
れ
ば

親
切
な
人
が
拾
っ
て
世
話
聚
し

て
ぐ
れ
る
だ
る
ｙ
－
。
そ
う

首
輪
の
つ
い
た
野
犬

函
畑
か
荒
ら
ア
ゴ
ワ
ト

リ
が
襲
わ
れ
た
。
近
所
で
う

ろ
っ
ろ
し
て
急
ｒ
な
ど
と
な

っ
て
い
康
司

保
健
所
と
二
市
一
町
で
は
、

毎
週
、
京
都
府
動
物
管
理
指
尋

班
と
兵
に
各
地
今
パ
ト
ロ
ー
ル

し
、
指
尋
・
捕
獲
な
ど
を
強
力

に
す
す
め
野
犬
の
追
放
に
取
り

が
う
ろ
っ
ろ
し
て
い
る
こ
と
が

し
ぽ
し
ば
な
の
で
す
。

発
生
の
原
因

現
在
、
婬
犬
”
は
ほ
と
ん

芦
犀
存
し
て
い
ま
せ
ん
。
飼
い

犬
が
野
犬
化
し
た
も
の
が
そ
の

ほ
と
ん
ど
で
す
。

昭
和
四
十
五
年
頃
か
ら
の
ぺ

い
・
つ
Ｕ
い
考
凡
が
、
野
犬
か
励

や
す
最
大
の
原
因
に
な
っ
て
い

る
の
で
す
。

犬
こ
そ
「
被
害
者
」

犬
の
寿
命
は
、
十
年
か
ら
千

五
年
で
Ｔ
の
で
、
そ
れ
く
ら
い

先
の
こ
と
ま
で
考
汽
て
お
か
な

い
と
、
本
当
に
犬
を
幸
せ
に
し
、

案
内

案
内

工
業
統
計
調
査
に

ご
協
カ
を

工
業
続
計
調
査
に
あ
た
っ
て
い

る
事
業
所
で
は
、
調
喜
昌
記
入

は
≪
5
＞
ｒ
＼
お
済
み
で
す
か
。

ま
だ
記
入
さ
れ
て
い
な
い
事
業

所
は
す
ぐ
に
記
入
1
テ
ぐ
だ
さ
る

ぶ
つ
ぉ
願
い
い
た
し
ポ
了
。

近
Ｅ
中
に
調
査
員
が
回
収
に
ま

い
り
求
心
で
、
ご
提
出
く
だ
さ

い
。
な
お
、
回
収
に
都
合
の
悪
い

日
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
調
査

員
か
市
役
所
介
画
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
（
企
画
課
）

◇

青
色
申
告
決
算
説
明
会

昭
和
5
6
年
分
所
得
税
確
定
里
に

に
備
え
て
、
自
主
里
易
手
助
け

を
ず
る
た
め
、
宇
治
税
務
署
・
納

税
協
会
・
商
工
会
議
所
の
共
催
で

説
明
会
を
開
塗
手
］
。
戸
な
た
で

も
お
気
軽
に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

す
。Ｖ

と
さ
・
・
土
月
1
9
日
脚
と
2
0
日

楽
に
く
飼
う
こ
左
緊
主
宝
1

ん
。無

責
任
な
飼
い
主
に
見
放
さ

れ
、
あ
わ
れ
な
生
き
ざ
吏
嘉
一

い
ら
れ
る
犬
こ
そ
「
被
害
者
」

な
の
で
す
。

飼
え
な
く
な
っ
た
ら

藻
て
に
放
し
た
り
捨
て
た
り

す
る
と
。
動
物
の
保
護
お
よ
び

京
都
府
の
水
喀
ぞ
は
、
昨

年
十
二
月
十
一
日
に
、
塔
ノ
島

附
近
で
、
標
識
（
塩
化
ビ
ニ
ー

ル
製
の
タ
グ
ピ
ン
）
を
背
ピ
レ

に
つ
け
た
フ
ナ
（
体
長
約
一
五

？
μ
）
か
子
二
百
尾
放
流
し
ま

し
た
。

こ
れ
は
、
府
下
の
蔀
川
汚
染

な
ど
に
関
連
し
て
、
宇
治
川
管

内
で
の
魚
の
分
布
・
牛
育
状
況

困
、
い
ず
れ
も
午
後
ｔ
時
半
か
ら

4
時
ま
で
ｖ
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
商
工

会
堺
。
（
常
洽
税
務
署
）

◇

‘ツ
ベ
ル
ク
リ
ン

Ｂ
Ｃ
Ｇ

予
防
接
種

1
月
Ｈ
日
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
対
象
・
日
時
・
会
場
・
注
意

事
項
な
ど
は
、
昭
和
回
亨
月
2
1

日
発
行
の
市
政
だ
よ
り
「
保
健
予

防
年
間
日
程
表
」
を
ご
覧
ぐ
だ
さ

い
。
（
保
健
衛
生
課
）

◇

犬
の
引
取
り

ｙ
と
き
・
・
■
＾
Ｅ
ｒ
＾
甘
固
ｙ
と
こ

ろ
＝
・
木
幡
公
民
分
館
＝
1
0
時
4
0
分
、

小
倉
谷
驚
1
1
0
時
5
0
分
、
旦
椋小犬のうちはかわいいけれど……

管
理
に
関
す
る
法
律
に
よ
っ
て
、

飼
い
主
が
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
か

あ
り
ま
で
。

新
し
い
飼
い
主
が
見
っ
か
ら

な
い
捉
ぼ
、
不
用
犬
・
ネ
コ

奎
引
取
嘉
合
が
保
健
所
に
あ

り
本
チ
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
毎
週
丹
曜
日
午
前
中
が
引
取

り
日
で
す
。
）

（
保
健
他
生
課
）

標識のついたフナ

を見けたら

お知らせください

公
会
堂
＝
Ｈ
時
1
0
分
、
宇
治
保
健

所
＝
以
－
励
分
。
（
保
健
衛
生
課
）

催
し

市
民
ス
キ
ー
教
室

’

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
竪
琴
ぽ

市
民
ス
キ
ー
教
室
を
開
堂
ヂ
。

ｙ
と
き
・
＝
1
μ
り

ろ
＝
・
マ
キ
ノ
ス
キ
1

市
民
と
市
内
に
勤
務
す
る
人
ｙ
参

加
費
五
大
人
二
千
三
百
円
、
尖

千
九
百
円
、
な
お
貸
ス
キ
ー
代
は

大
人
千
五
百
円
、
小
人
千
円
ｙ
申

込
み
：
参
加
料
金
9
を
、
教
育

委
員
会
社
会
教
育
課
へ
。
先
着
川
一

人
。
（
社
会
教
育
課
）

宇
治
市
弓
道
啜
ぞ
は
、
第
9

回
宇
治
市
教
育
長
杯
争
奪
弓
原
ハ

会
を
開
収
ま
令
。

Ｖ
と
き
＝
・
2
月
2
8
日
間
、
午
前

9
時
か
ら
正
午
ｙ
と
こ
ろ
＝
・
陸
上

自
衛
隊
関
西
地
区
補
給
処
弓
道
場

ｙ
競
技
＝
・
近
的
（
団
体
戦
）
3
人

1
組
（
男
女
混
成
べ
）
個
人
戦
と

併
用
、
（
個
人
戦
〉
女
子
の
部
・

男
子
初
級
の
部
（
2
段
以
下
）
・

男
于
上
級
の
部
（
3
段
以
占
で

各
部
と
も
、
4
矢
・
2
立
（
8
射
）

立
射
。
Ｏ
立
順
の
変
更
は
認
め
な

を
調
査
し
て
い
る
も
の
で
す
。

も
し
、
こ
れ
ら
の
フ
ナ
を
釣

ら
れ
た
人
は
、
①
釣
っ
た
場
所

②
数
③
大
金
履
ど
蔵
市
内

の
釣
具
店
、
次
藻
旱
治
川
漁

業
協
同
組
合
（
中
村
英
一
さ
ん

宅
震
Ｔ
1
2
3
）
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
。

（
農
林
茶
業
課
）

い
。
同
中
の
場
合
、
優
勝
決
定
の

み
慰
『
他
は
遠
近
法
に
よ
る
ｙ

参
加
資
格
・
＝
市
民
か
市
内
勤
務
者

及
び
学
生
・
生
徒
・
宇
治
市
弓
道

協
釜
益
者
ｙ
参
加
料
…
社
会
人

四
百
円
、
学
生
・
生
徒
二
百
円
（

申
込
み
時
に
納
入
の
こ
と
）
Ｖ
申

込
み
・
・
・
住
所
・
唇
ｙ
一
‥
・
性
別
・
電

話
番
号
・
段
位
・
社
会
人
か
学
生

の
区
分
を
記
入
し
、
1
月
Ｓ
日
側

公民館のお知らせ「
ふ
る
さ
と
教
室
」

を
開
設

ふ
る
φ
と
の
未
来
を
担
う
青

少
年
が
、
明
る
ぐ
豊
か
に
育
っ

て
ほ
し
い
と
だ
れ
も
が
願
っ
て

い
求
ｙ
。
今
日
、
急
激
な
社
会

構
造
の
変
化
に
よ
り
、
生
活
の

基
盤
に
か
子
み
が
生
じ
、
地
域

社
会
や
家
庭
の
機
能
低
下
な
べ

住
民
の
生
落
乙
権
利
か
珀
一
う
条

件
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
ぽ
氏
が
と
も
に
つ

ど
い
、
地
域
社
会
や
青
少
年
の

現
状
か
語
り
学
び
合
ラ
中
で
。

『
青
少
年
が
未
来
に
展
望
を
石

て
る
地
域
づ
く
り
』
の
方
策
を

探
求
し
て
い
く
た
め
に
、
木
幡

公
民
館
で
は
「
ふ
る
さ
と
教
室
」

を
開
設
し
ま
す
。

Ｖ
と
き
・
・
・
1
丹
2
0
日
困
、
午

ま
で
に
霞
面
で
、
宇
治
市
体
育
Ｓ

会
則
務
局
（
五
″
庄
三
番
割
尽

ｔ
ｇ
Ｑ
息
へ
Ｖ
問
合
わ
せ
・
・
字

治
市
弓
道
協
会
の
河
野
弥
一
さ
ん

（
小
倉
町
庫
間
回
1
1
5
ｂ
⑩
3
0

2
7
）
へ
。
。
（
襲
殺
育
課
）

募
集

心
身
障
害
者
教
室

新
年
の
つ
ど
い

市
で
は
、
障
害
者
の
学
ぶ
機
会

の
保
障
と
、
な
か
ま
づ
く
り
の
場

牽
の
ざ
し
て
心
身
障
害
者
教
室
を

開
い
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
こ
の
一

環
仁
レ
で
「
新
年
の
っ
と
い
！
お

好
み
噴
パ
ー
テ
ィ
ー
」
を
開
き
ま

す
。ｙ

と
き
＝
・
1
月
2
4
日
間
、
午
前

○宇治市公民館…宇治里尻71の

9（ａＲ2804）

○宇治市木幡公民館…木幡内畑

34の7（ａ⑩8290）

○宇治市小倉公民館…小倉町寺

内91（ｎ⑩4687）

前
1
0
時
か
ら
正
午
ま
で
ｙ
と
こ

ろ
・
・
・
木
幡
公
民
館
ｙ
内
容
＝
・
第

一
回
＝
「
ふ
る
さ
と
教
室
」
の

学
習
の
す
す
め
方
に
つ
い
て
の

説
明
と
話
に
Ｘ
に
ｙ
対
鰍
・
・
家

庭
婦
人
ｙ
申
込
み
・
・
・
木
幡
公
民

館
へ
電
話
ま
た
は
来
館
を
ｙ
定

員
・
・
・
先
着
3
0
〈

な
お
、
こ
の
「
教
室
」
は
継

1
1
時
～
午
後
3
時
ｙ
と
こ
ろ
・
・
・
木

幡
公
民
館
ｙ
対
象
・
雨
内
在
住
の

心
身
障
害
者
で
、
義
務
教
育
か
終

了
し
養
護
学
校
へ
通
学
中
で
な
い

人
ｖ
参
加
費
上
人
三
百
円
程
度

▼
申
込
み
：
戦
育
奢
暴
程
笞
教

育
課
ま
で
。
（
社
会
教
育
課
）

◇

婦
人
職
業
訓
練
生

ｙ
募
集
科
目
・
＝
洋
裁
・
邨
印
刷

（
和
文
タ
イ
プ
製
版
）
・
経
理
実

務
・
企
業
事
務
ｙ
応
募
資
格
・
・
・
年

齢
・
学
歴
不
問
（
た
だ
し
経
理
実
務

科
の
み
高
卒
程
度
）
▼
授
業
料
…

無
料
ｖ
募
集
締
切
・
・
・
2
月
1
9
日
面

ｙ
閲
易
せ
＝
・
京
都
府
立
婦
人
職

ｆ
宍
訓
練
校
（
〒
6
0
0
京
都
市
下
京
区

西
七
条
八
幡
町
3
1
ｂ

0
7
5
－
3
1
3
－
7

0
5
6
）
か
最
寄
り
の
公
共
職
業

安
定
所
へ
。
（
京
都
府
）

続
し
て
い
章
軍
ｙ
。（

木
幡
公
民
館
）

☆

少
年
宇
宙
科
学
教
室

親
子
で
、
星
座
を
な
が
め
な

が
り
、
宇
宙
の
世
界
に
旅
立
ち

ま
せ
ん
か
。

Ｖ
日
程
・
内
令
・
左
表
ｙ
講

師
…
江
上
賢
三
さ
ん
（
京
都
市

青
少
年
科
学
セ
ン
タ
ー
）
▼
対

象
：
市
内
在
住
の
小
学
校
4
年

生
か
ら
中
学
校
3
年
生
の
子
と

親
（
親
子
同
伴
の
こ
と
）
▼
定

員
…
先
着
8
0
人
Ｖ
教
材
費
・
：
五

百
円
（
星
座
板
）
▼
申
込
み
…

電
話
か
は
が
き
で
、
1
月
2
0
日

困
ま
で
に
宇
治
市
公
民
館
へ
。

（
宇
治
市
公
民
館
）

少年宇宙科学教室日程・内容

5 4 3 2 1

1｛ ル1ｊ牡
日

時

Ｈ

歴Ｕ

一一

ＨＰＩブ4Ｕミ
内

容

湊Ｕ
宇治

市公

民館

回

付

宇治

市公

民館

宇治

市公

民館

会

場

18

始
ま
っ
て
い
ま
す

教
育
長
杯
争
奪

弓
道
大
会
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